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1 中村（1984）、p.11序章の表 3。 
2 中村（1984）、p.12序章の表 4。 








































                                                             
3 中国哲学書電子化計画データベース、2015年 3月 24日付更新データを利用。http://ctext.org/zh/。 




































                                                             
7 http://japanknowledge.com/lib/search/koten/。2014年 4月付更新データを利用。 
8 http://base3.nijl.ac.jp/。2014年 6月 27日付更新データを利用。 
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9 富永（1978）、p.6より。人間が異類に変身する話の 1つのパターンを指す。 
10 岡田は、人間が虎に変身する話を「化虎譚」と称している。 














































































訳注『中国小説史略 1』（全 2巻）、平凡社、1997年、p.307による。 
18 岡田は、「変化に対する観念」を「変化観」と称している。 































                                                             
19 永藤（2000）、p.31。 
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20 王明著『抱樸子內篇校釋』、新編諸子集成、中華書局、1996年、p.48。現代日本語訳は筆者による。 
21 紀昀撰『閱微草堂筆記』、上海古籍出版社、1980年、pp.30-31。 





























表 3.1.2.1 狐が人間に変身した後の性別（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 その他 
漢代 100% ( 1) 0% ( 0) 0% ( 0) 
第 3章 狐の変身譚 
16 
 
晋代 33% ( 2) 33% ( 2) 33% ( 2) 
南北朝 50% ( 1) 50% ( 1) 0% ( 0) 
唐代 43% (13) 37% (11) 20% ( 6) 
五代 0% ( 0) 100%  ( 1) 0% ( 0) 
宋代 13% ( 2) 87% (13) 0% ( 0) 
元代 16% ( 1) 68% ( 4) 16% ( 1) 
明代 27% ( 3) 46% ( 5) 27% ( 3) 
清代 24% (19) 60% (48) 16% (13) 
















る雄狐の話は、『詩経』「斉風・南山」の「南山崔崔 雄狐綏綏 魯道有蕩 齊子由歸 既曰歸
止 曷又懷止24(南山はうねうねと 雄狐はぶらぶら 魯への道は平らか 齊の姫さまお嫁




































































































































































































































































































                                                             
52 坂井田（1996）、p.7(1324)。括弧などは原文の表記である。アンダーラインは筆者による。 
53 今村（2008）、p108。 





























                                                             
54 干寶撰・汪紹楹校注『搜神記』、中國古典文學基本叢書、中華書局、1985年、pp.224-225。現代日本
語の要約は筆者による。 
55 劉敬叔撰 陽松玠撰・範寧點校『異苑 談藪』、古小說叢刊、中華書局、1996年、p.83。 
56 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、pp.3671-3672。 
57 李昌祺編撰・黃正位訂定『剪燈餘話』、古籍、年代不詳、第三冊、コマ番号：32-37。 































                                                             
58 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、p.3655。 
59 現代日本語の要約は筆者による。 








































































































                                                             
69 洪邁撰・何卓點校『夷堅志』第二冊、中華書局、1981年、p.861。 
70 洪邁撰・何卓點校『夷堅志』第三冊、中華書局、1981年、pp.1180-1181。 
71 元好問撰・常振國點校 無名氏撰・金心點校『續夷堅志 湖海新聞夷堅續志』、古體小說叢刊、中華書
局、2006年、pp.250-251。現代日本語の要約は筆者による。 





























                                                             


































                                                             
74 李（2002）、p.83では「拜月之说起于明世」と述べている。 
75 李（2002）、p.83では「这种说法大概同元明流行的设供梵香、拜月陈愿的民俗有关」と述べている。 
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96 李(2002)が使用した言葉である。最高品質の内丹を指す。 
97 李(2002)、p.232-252。 































                                                             
98 李(2002)、p.199-207を参照。 






































































































































































                                                             














































て見ている。例えば、『閲微草堂筆記』 巻 1 獻縣周氏僕周虎116において、女性に変身した
狐が、人間の男性と 20年以上一緒に生活した。この話の要約は以下のとおりである。 
 







































 『閲微草堂筆記』 巻 17 族姪竹汀言118においては、昔交際していた男が死んだ後、その
男の両親の世話をする狐も登場した。〔3.1.1-124〕 





































































表 3.2.1 各時代の狐の変身譚の例数 






                                                             
121 田山花袋・柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫第 47編、博文館、1903年、pp.141-142。 













































表 3.2.2.1 狐が人間に変身した後の性別（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 その他 
平安時代 10% (1) 80% (8) 10% (1) 
鎌倉時代 33% (1) 33% (1) 33% (1) 
室町時代 0% (0) 100% (3) 0% (0) 
江戸時代 50% (7) 29% (4) 21% (3) 














                                                             
128 中村（1984）、p.91-96を参照。 





































134 荒木繁・山本吉左右編注『説経節 山椒太夫・小栗判官他』、東洋文庫 243、1988年、pp.275-303。 
135 中村（1984）、p.88。 
136 井上光貞、大曾根章介校注『往生傳 法華験記』、日本思想大系 7、岩波書店、1974年、p.567。 






























                                                             
137 中村（1984）、p.88。 
138 中田祝夫校注、訳『日本霊異記』、新編日本古典文学全集 10、小学館、1995年、pp.28-29。 


































































                                                             
142 源順撰『和名類聚抄』、那波道円、元和 3、古典籍、国立国会デジタルコレクション『和名類聚抄』20
巻[10]、コマ番号 45。現代日本語の翻訳は筆者による。 






























                                                             
143 現代日本語の要約は筆者による。 
144 現代日本語の要約は筆者による。 
145 京都大学附属図書館所蔵 [玉藻の前（冊子体）] 古典籍。あらすじは http://edb.kulib.kyoto-
u.ac.jp/exhibit/otogi/tamamo/tamamo.htmlを参照した。 






























                                                             
146 田山花袋・柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫第 47編、博文館、1903年、pp.901-903。 
147 根岸鎮衛著・鈴木棠三編注『耳袋』1、東洋文庫 207、平凡社、1972年、pp.285-286。現代日本語の
要約は筆者による。 































                                                             
148 現代日本語の要約は筆者による。 






























                                                             
149 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第十冊、pp.3692-3697。 
150 市古貞次校注『御伽草子』、日本古典文学大系 38、岩波書店、昭和 33年、pp.148-160。 
151 荒木繁・山本吉左右編注『説経節 山椒太夫・小栗判官他』、東洋文庫 243、1988年、pp.275-303。
現代日本語の要約は筆者による。 
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収められた「白蛇記」155の 2例は、『太平廣記』巻 458引『博異志』「李黃」の 2例の類話










表 4.1.1.2 各時代の蛇の変身譚の例数 
パターン 
時代 
蛇が人間に変身する 人間が蛇に変身する 不明 時代別合計 
晋代 2 1 0 3 
南北朝 2 1 1 4 
隋代 0 1 0 1 
唐代 6 7 0 13 
                                                             
155 陸楫編『古今說海』：永瑢 紀昀等纂修、『景印文淵閣四庫全書』子部雑家類 183、臺灣商務印書館、
1986年、pp.524-526。付録〔4.1.1-16〕〔4.1.1-17〕参照。 
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五代 1 3 0 4 
宋代 3 0 0 3 
明代 2 0 0 2 
清代 3 1 0 4 
























                                                             
160 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第十冊、pp.3732-3733。現代日本語の要約は筆
者による。 































                                                             
161 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第十冊、p.3757。現代日本語の要約は筆者によ
る。 
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表 4.1.2.1 蛇が人間に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 
晋代 100% ( 2) 0% ( 0) 
南北朝 100% ( 2) 0% ( 0) 
唐代 67% ( 4) 33% ( 2) 
五代  100% ( 1) 0% ( 0) 
宋代 33% ( 1) 67% ( 2) 
明代 50% ( 1) 50% ( 1) 
清代 33% ( 1) 67% ( 2) 










 唐代に出現した蛇が女性に変身する 2 例の変身譚は、『太平廣記』巻 458 引『博異志』
「李黄」の 2つの話である。李黃が美女に変身した蛇に誘惑され、体が水になってしまっ






                                                             
162 第 2話は、第 1話の後ろに、「復一說」として付けられている話である。付録〔4.1.1-8〕参照。 
163 徐（2010）p.7に「到了唐传奇里（中略）蛇所象征的邪恶女色置人于死地的故事成为劝诫男人节制欲
望的警钟」と述べている。 































                                                             
164 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第十冊、pp.3735-3736。 
165 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第十冊、p.3733。 






























































                                                             



























































































表 4.1.2.3 蛇が人間に変身する目的 
目的 
時代 
男女の交わり 人の助けを求める 不明 時代別合計 
晋代  男 1 男 1 2 
南北朝 男 2   2 
唐代 男 2、女 2 男 1 男 1 6 
五代   女 1 1 
宋代 男 1、女 2   3 
明代 女 1  男 1 2 
清代 女 2  男 1 3 





































表 4.1.3.1 人間が蛇に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 
晋代 100% ( 1) 0% ( 0) 
南北朝 100% ( 1) 0% ( 0) 
隋代 100% ( 1) 0% ( 0) 
唐代  29% ( 2) 71% ( 5) 
                                                             
180 蒲松齡著・朱其鎧等校注『全本新注 聊齋志異』、中國古典文學讀本叢書、人民文學出版社、1989年、
pp.636-641。 
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五代 0% ( 0) 100% ( 3) 
清代 100% ( 1) 0% ( 0) 










































表 4.1.3.2 人間が蛇に変身する原因の変遷 
原因 
時代 
執着 悪事の報い 病気 不明 時代別合計 
晋代    男 1 1 
南北朝  男 1   1 
隋代   男 1  1 
唐代 女 1 男 1、女 4  男 1 7 
五代  女 1 女 1 女 1 3 
清代  男 1   1 






























































































   
4.2.1 日本における蛇の変身譚の概観 


















                                                             
196 橘成季撰・西尾光一、小林保治校注『古今著聞集』（下）、新潮日本古典集成第 76回、新潮社、1986
年、pp.408-409。付録〔4.2.2-22〕参照。 





























                                                             
197 植垣節也校注・訳『風土記』、新編日本古典文学全集 5、小学館、2006年、p.404。現代日本語の要約
は同書の現代日本語訳を参考した。 
198 『日本書紀』巻 5「御間城入彦五十瓊殖天皇 崇神天皇」（〔三〕四道将軍と武埴安彦の反逆、三輪山
伝説）に、大物主神（蛇の姿の神）が人に変身して、人間の女性と交わる話がすでに存在した。(小島憲
之 直木孝次郎 西宮一民 蔵中進 毛利正守校注・訳『日本書記』①＜全三冊＞、新編日本古典文学
全集 2、小学館、2006年、p.282-283) 






























                                                             
199 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注・訳『今昔物語集』②、新編日本古典文学全集 36、2003年、
pp.207-211。 
200 井上光貞、大曾根章介校注『往生傳 法華験記』、日本思想大系 7、岩波書店、1974年、p.565。 




















                                                             
201 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注・訳『今昔物語集』①、新編日本古典文学全集 35、1999年、
pp.450-452。付録〔4.2.1-7〕参照。 



































表 4.2.1.2 各時代の蛇の変身譚の例数 
パターン 
時代 
蛇が人間に変身する 人間が蛇に変身する 時代別合計 
奈良時代 4 1 5 
平安時代 4 11 15 
鎌倉時代 1 4 5 
室町時代 5 1 6 
江戸時代 3 5 8 
合計 17 22 39 
 
                                                             












218 井上光貞、大曾根章介校注『往生傳 法華験記』、日本思想大系 7、岩波書店、1974年、p.517。付録
〔4.2.2-9〕参照。 































                                                             
219 現代日本語の要約は筆者による。 










表 4.2.2.1 蛇が人間に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 
奈良時代 75% ( 3) 25% ( 1) 
平安時代 75% ( 3) 25% ( 1) 
 鎌倉時代 100% ( 1) 0% ( 0) 
室町時代  60% ( 3) 40% ( 2) 
 江戸時代 33% ( 1) 67% ( 2) 














                                                             
220 山口佳紀 神野志隆光校注・訳『古事記』、新編日本古典文学全集 1、小学館、2007年、pp.208。現
代日本語の要約は筆者による。 































































                                                             
225 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注・訳『今昔物語集』②、新編日本古典文学全集 36、2003年、
pp.200-207。付録〔4.2.1-10〕参照。 







































231 中村(1984) 、p.25 表 1－1、表 1－2を参照した。 
232 中村(1984)、p.69。 
233 中村(1984) 、p.115-116。 
234 中村(1984) 、p.158。 























表 4.2.2.3 蛇が人間に変身する目的のパターン 
パターン 
時代 
男女の交わり 報恩 人の助けを求める 不明 時代別合計 
奈良時代 男 3、女 1    4 
平安時代 男 2 女 1  男 1 4 
鎌倉時代 男 1    1 
室町時代 男 1、女 1  女 1 男 2 5 
江戸時代 男 1、女 2    3 
合計 男 8、女 4 女 1 女 1 男 3 17 
 














































表 4.2.3.1 人間が蛇に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 
奈良時代 100% ( 1) 0% ( 0) 
平安時代 73% ( 8) 27% ( 3) 
鎌倉時代 0% ( 0) 100% ( 4) 
室町時代 100% ( 1) 0% ( 0) 
江戸時代 20% ( 1) 80% ( 4) 
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239 小島憲之、直木孝次郎、西宮一民、蔵中進、毛利正守校注・訳『日本書記』①＜全三冊＞、新編日本
古典文学全集 2、小学館、2006年、pp.64-66。現代日本語訳は同書 p.65-67による。 





表 4.2.3.2 人間が蛇に変身する原因の変遷 
パターン 
時代 
怨恨 執着 悪事の報い 不明 時代別合計 
奈良時代 男 1    1 
平安時代 女 1 男 2、女 1 男 5、女 1 男 1 11 
鎌倉時代 女 2 女 1 女 1  4 
室町時代   男 1  1 
江戸時代 女 1 男 1、女 2 女 1  5 




















































242 渡辺綱也校注『沙石集』、日本古典文学大系 85、岩波書店、1961年、pp.279-298。 































                                                             
243 荒木繁・山本吉左右編注『説経節 山椒太夫・小栗判官他』、東洋文庫 243、1988年、pp.190-191。
現代日本語の要約は筆者による。 

























                                                             
244 小林保治、増古和子校注・訳『宇治拾遺物語』、新編日本古典文学全集 50、小学館、2008年、
pp.152-157。 







































                                                             
250 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注・訳『今昔物語集』①、新編日本古典文学全集 35、1999年、
pp.392-395。 
251 渡辺綱也校注『沙石集』、日本古典文学大系 85、岩波書店、1961年、pp.296-297。 
252 高田衛編・校注『江戸怪談集』（下）、岩波文庫 30-257-3、岩波書店、1989年、pp.32-34。 
253 田山花袋・柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫第 47編、博文館、1903年、pp.147-148。 
254 「〔ノ〕」は原文テキストにある表記である。 
255 渡辺綱也校注『沙石集』、日本古典文学大系 85、岩波書店、1961年、pp.296-297 
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いては、第 8章で考察を行う。  
上述の 2 つの特殊な話が存在するため、本章では、抽出した虎の変身譚 66 話を、68 例
と見做す。 
話の内容に沿って虎の変身譚を分類した結果、虎が人間に変身するパターンは 22例、人
間が虎に変身するパターンは 43例、変身の方向が不明な話は 3例であった。 
                                                             
264 「里」は長さの単位である。1里は 0.5キロメートルに相当する。 







表 5.1.1.2  各時代における虎の変身譚の例数 
時代 虎が人間に変身 人間が虎に変身 不明 時代別合計 
漢代 0 2 0 2 
晋代 1 5 0 6 
南北朝 3 11 0 14 
隋代 1 1 1 3 
唐代 11 13 2 26 
五代 1 1 0 2 
宋代 3 7 0 10 
明代 1 2 0 3 
清代 1 1 0 2 






















表 5.1.2.1 虎が人間に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 その他 時代別合計 
晋代 0% (0) 0% (0) 100% (1) 1 
南北朝 67% (2) 33% (1) 0% (0) 3 
隋代 0% (0) 100% (1) 0% (0) 1 
唐代 73% (8) 27% (3) 0% (0) 11 
五代 0% (0) 100% (1) 0% (0) 1 
宋代 67% (2) 0% (0) 33% (1) 3 
明代 0% (0) 0% (0) 100% (1) 1 
清代 0% (0) 100% (1) 0% (0) 1 













                                                             
265 『太平御覧』巻 402引『文子』：虎豹之駒未成，而有食牛之氣。鴻鵠之翼未合，而有四海之心。賢者
之生亦然也。（李昉等撰『太平御覧』<全四冊>、中華書局、1995年、p.1858）。句読は筆者による。 


























傳』に引用された「有力如虎」は、『詩経国風』「邶風・簡兮」の「碩人悞悞 公庭萬舞 有力如虎 執轡如
組」である。白川静訳注『詩経国風』、東洋文庫 518、平凡社、1990年、p.153の訳は以下のとおりであ
る。「舞人はおおどかに 公庭に萬舞する 虎のような力強さ 手綱さばきのみごとさよ」。 
267 『史記』巻 6「秦始皇本紀」：繚曰：「秦王為人，蜂準，長目，摯鳥膺，豺聲，少恩而虎狼心，居約易
出人下，得志亦輕食人。我布衣，然見我常身自下我。誠使秦王得志於天下，天下皆為虜矣。不可與久





269 富永（1978）、pp.3-4を参照。鳥：『異苑』巻 8 、『幽明錄』、『搜神後記』巻 9 。鹿：『搜神後記』巻
9。狸:『異苑』巻 8、『搜神記』巻 18、『述異記。狐：『玄中記』、『搜神記』巻 18。鼠：『幽明錄』。豚：





































































                                                             
273 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、p.3486-3487。 
274 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、p.3479。 
































































話とする。なお、虎が人間に変身する 22例のうち、変身の目的が不明な例は 7例ある。 


























 以下の表 5.1.2.3では、各時代における虎が人に変身する目的を男女別に示す。 
 


























晋代        その他 1 1 
南北朝 女 1 男 1 男 1      3 
隋代 女 1        1 
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唐代 男 2 
女 2 
男 1  男 1 男 1   男 3 
女 1 
11 
五代      女 1   1 
宋代  男 1 
その他 1 
     男 1 3 
明代       男 1  1 
清代        女 1 1 
目的別
の合計 




















                                                             
283 現代日本語の要約は筆者による。 
284 現代日本語の要約は筆者による。 




































































289 元好問撰・常振國點校 無名氏撰・金心點校『續夷堅志 湖海新聞夷堅續志』、古體小說叢刊、中華書
局、2006年、pp.252。 


































































































                                                             
292 『太平御覧』巻 402引『文子』：虎豹之駒未成而有食牛之氣鴻鵠之翼未合而有四海之心賢者之生亦然
也。（李昉等撰『太平御覧』<全四冊>、中華書局、1995年、p.1858）。アンダーラインは筆者による。 
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表 5.1.3.1 人間が虎に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 その他 時代別合計 
漢代 50% ( 1) 0% ( 0) 50% ( 1) 2 
晋代 60% ( 3) 0% ( 0) 40% ( 2) 5 
南北朝 73% ( 8) 9% ( 1) 18% ( 2) 11 
隋代 0% ( 0) 100% ( 1) 0% ( 0) 1 
唐代 100% (13) 0% ( 0) 0% ( 0) 13 
五代 0% ( 0) 100% ( 1)  0% ( 0) 1 
宋代 43% ( 3) 43% ( 3) 14% ( 1) 7 
明代 100% ( 2) 0% ( 0) 0% ( 0) 2 
清代 0% ( 0) 0% ( 0) 100% ( 1) 1 












































な話は 8例ある。この 8例はそれぞれ 






























表 5.1.3.2 人間が虎に変身する理由の変遷（時代順） 
理由 
時代 






漢代 その他 1 男 1        2 
晋代 その他 2 
男 1 
    男 1   男 1 5 
                                                             
299 酈道元原著・陳橋驛 葉光庭 葉揚譯註『水經注全譯』中國歷代名著全譯叢書、貴州人民出版社、1996
年、p.1265。 
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 男 1  その他 1 男 2 11 
隋代         女 1 1 
唐代  男 1  男 5 男 2  男 1 男 2 男 2  
五代   女 1       1 
宋代  男 1 
女 1 
 女 1 男 1   女 1 男 1 
その他 1 
7 
明代       男 1  男 1 2 
清代   その他 1       1 
パターン別
合計 


















                                                             
307 富永（1978）、p.9。 
308 岡田（2001）、p.89。 




































































315 南朝・梁 釋慧皎の『高僧傳』に、この話は記されていない。 
316 原文は「自為不善，活變為虎。業力之大，無有是者」、現代日本語訳は筆者による。 
317 劉敬叔撰 陽松玠撰・範寧點校『異苑 談藪』、古小說叢刊、中華書局、1996年、p.41。現代日本語
の要約は筆者による。 





























                                                             





322 話が 4例以上ある。 



































































                                                             
327 岡田（2001）、p.82。 






























                                                             
328 陶潛撰・汪紹楹校注『搜神後記』、古小說叢刊、中華書局、1981年、p.28。現代日本語の要約は筆者
による。 
329 劉敬叔撰 陽松玠撰・範寧點校『異苑 談藪』、古小說叢刊、中華書局、1996年、pp.82-83。現代日
本語の要約は筆者による。 































                                                             
330 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、P.3474-3475。 































                                                             
331 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、p.3504-3506。 
332 「錄事」は役職名である。記録をする文官である。 






ある。この点については、第 8章で詳しく論じる。  
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336 浅井了意 吉田幸一編『新語園』＜下＞（寛文十二年板複製）、古典文庫 420冊、帝都印刷製本株式
会社、1981年、pp.35-36。現代日本語の要約は筆者による。 
337 浅井了意 吉田幸一編『新語園』＜下＞（寛文十二年板複製）、古典文庫 420冊、帝都印刷製本株式
会社、1981年、pp.36-37。現代日本語の要約は筆者による。 































                                                             
338 浅井了意 吉田幸一編『新語園』＜下＞（寛文十二年板複製）、古典文庫 420冊、帝都印刷製本株式
会社、1981年、pp.162-163。現代日本語の要約は筆者による。 































                                                             
339 浅井了意 吉田幸一編『新語園』＜下＞（寛文十二年板複製）、古典文庫 420冊、帝都印刷製本株式
会社、1981年、pp.164-165。現代日本語の要約は筆者による。 



















巻 888・巻 891 で引かれており、前述の 2 つの話とは別のものである。つまり、もともと
『太平廣記』では、この 3つの話を 1つの題目の下で引いたのではなく、『新語園』の作者








                                                             





































                                                             
343 浅井了意 吉田幸一編『新語園』＜下＞（寛文十二年板複製）、古典文庫 420冊、帝都印刷製本株式
会社、1981年、pp.171-173。 
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第 6章 犬の変身譚 
6.1 中国における犬の変身譚 




表 6.1 各時代における犬の変身譚の例数 
時代 犬が人間に変身 人間が犬に変身 時代別合計 
漢代 3 0 3 
晋代 4 0 4 
南北朝 4 0 4 
唐代 4 0 4 
宋代 0 3 3 
明代 1 0 1 
清代 0 2 2 
パターン別合計 16 5 21 
 
漢代から唐代の間に多数書かれた犬の変身譚は、すべては犬が人間に変身するパターン











































                                                             































































表 6.1.2 犬が人間に変身するパターン（括弧内は変身譚の例数） 
時代 男性 女性 その他 
漢代 0% (0) 67% (2)  33% (1) 
晋代 75% (3) 0% (0) 25% (1) 
南北朝 50% (2) 25% (1) 25% (1) 
唐代 50% (2) 25% (1) 25% (1) 
明代 100% (1) 0% (0) 0% (0) 
合計 50% (8) 25% (4) 25% (4) 
 
犬が人間に変身する初出の変身譚は女性に変身する話であるが、晋代および晋代以降に



























                                                             
350 劉敬叔撰 陽松玠撰・範寧點校『異苑 談藪』、古小說叢刊、中華書局、1996年、p.75。 
351 干寶撰・汪紹楹校注『搜神記』、中國古典文學基本叢書、中華書局、1985年、p.227。現代日本語の
要約は筆者による。 
352 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1961年第一版 1986年 3月第 3次印刷、第六冊、
pp.2448-2450。 
353 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1961年第一版 1986年 3月第 3次印刷、第九冊、
pp.3669-3670。 
354 班固撰・顏師古注『漢書』（全十一冊）、第五冊、中華書局、1962年 6月第 1版、1964年第 2次印
刷、p.1399。 








6.1.3 人間が犬に変身するパターン  
中国における犬の変身譚の中では、人間が犬に変身するパターンの登場は遅く、宋代で
ある。また、このパターンが登場した後、あまり書かれていない。人間が犬に変身する話
は 5例あり、そのうち宋代は 3例、清代は 2例である。 
宋代の 3例の内、男性が犬に変身する話は 2 例、女性が犬に変身する話は 1 例である。














                                                             
355 王明著『抱樸子内篇校釋』、新編諸子集成、中華書局、1996年、p.300。 



































抽出した人間が犬に変身するパターンの 5 例のうち、類話は 1 例ある。『今昔物語集』
巻 20-16「豊前国膳広国、行冥途歸来語第十六」363は、『日本霊異記』上-30「非理奪他物
爲惡行受報示奇事縁第卅」364の類話である。 




















                                                             
363 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注、訳『今昔物語集』③、新編日本古典文学全集 37、小学館、
2008年、 pp.78-82。付録〔6.2-3〕参照。 

































                                                             
366 中村（1984）、p.25。 
367 中田祝夫校注、訳『日本霊異記』、新編日本古典文学全集 10、小学館、1995年、 pp.99-101。現代
日本語の要約は筆者による。 
368 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注、訳『今昔物語集』③、新編日本古典文学全集 37、小学館、
2008年 12月 24日第一版第三刷発行、 pp.78-82。現代日本語の要約は筆者による。 






























                                                             
369 長積安明、島田勇雄校注『古今著聞集』、日本古典文学大系 84、岩波書店、昭和 41年 3月 10日第 1
刷発行、p.518。 
370 渡辺綱也校注『沙石集』、日本古典文学大系 85、岩波書店、昭和 41年 5月 6日第一刷発行、
pp.304-306。現代日本語の要約は筆者による。 






























                                                             
371 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注、訳『今昔物語集』①、新編日本古典文学全集 35、1999年 4月
20日第一版第一刷発行、pp.458-459。現代日本語の要約は筆者による。 
372 馬淵和夫、国東文麿、稲垣泰一校注、訳『今昔物語集』①、新編日本古典文学全集 35、1999年 4月
20日第一版第一刷発行、pp.448-449。現代日本語の要約は筆者による。 



















                                                             
373 田山花袋・柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫第 47編、博文館、1903年、pp.797-
799。 































                                                             
374 中村氏は、この一連の話を「トヨタマヒメ型の異類婚姻譚」と称する。 
375 中村（1984）、p.30-33。 
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383 『日本民俗大辞典』上、p.119。 
384 中村（1984）、p.68。 
第 7章 亀の変身譚 
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表 7.1 各時代の亀の変身譚の例数 
パターン 
時代 
亀が人間に変身する 人間が亀に変身する 時代別合計 
晋代 2 3 5 
南北朝 3 0 3 
唐代 5 0 5 
宋代 1 0 1 
明代 1 0 1 




























































































399 長さの単位、1「里」は 500メートル。 










































































































































                                                             
409 田汝成撰『西湖遊覽志餘』、欽定四庫全書、影印古籍、コマ番号 108－109、参照
http://ctext.org/library.pl?if=gb&file=73669&page=108。現代日本語の要約は筆者による。 
























































人間が亀に変身するパターンは晋代 3 例、南北朝 4 例存在するが、南北朝に書かれた 4
例のいずれも晋代に書かれた話の類話である。これらの類話は、あらすじおよび主人公は





距今 4500至 5000年的精美玉龟。此龟包括背甲与腹甲两部分，均呈灰白色，体长 9.4厘米，宽 7.5厘
米，高 4.6厘米，厚 0.3～0.6厘米。（1987年、考古学者は安徽省含山県凌家灘の新石器時代の墓から、
4500年～500年前の精妙な玉亀を発掘した。玉亀は背の甲と腹の甲両方を持っている、淡い灰色であ
る。長さ 9.4cm、幅は 7.5cm、高さは 4.6cm、厚さは 0.3cm～0.6cmである）」 
412 劉（1992）、pp.5-29の内容をまとめたものである。 































                                                             
413 干寶撰・汪紹楹校注『搜神記』、中國古典文學基本叢書、中華書局、1985年、pp.175-176。 
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 浦島伝説のはじめの 3書の 1つとして知られている『万葉集』巻九の高橋虫麻呂作の長
歌（歌番号 1740）「詠水江浦嶋子一首」においては、主人公は前掲の 2 つの話と同様に水
江浦嶋子であり、筋立も似ているが、亀の変身の記述がない。水江浦嶋子と海神の娘の出
会いについて、「海界乎 過而榜行尓 海若 神之女尓 邂尓（海の果てを 越えて漕いで



















































































                                                             
422 井原（1993）、p.44。 































                                                             
423 中村（1984）、p.35。 
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428 武田時昌(2012)、『世界宗教百科事典』、p.259。 































                                                             
429 陶潛撰・汪紹楹校注『搜神後記』、古小說叢刊、中華書局、1981年、p.175。 
430 君島(1969)、p.415。「……」は、君島の原文とおりに引用した。 













































































































                                                             
433 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1986年、第九冊、p.3677。付録 3.1.1-19参照。 
434 李昉等撰『太平廣記』<全十冊>、中華書局、1961年第一版 1986年 3月第 3次印刷、第九冊、
p.3677。 
































































































                                                             
438 元好問撰・常振國點校 無名氏撰・金心點校『續夷堅志 湖海新聞夷堅續志』、古體小說叢刊、中華書
局、2006年、p.250。付録 3.1.1-58参照。 
439 元好問撰・常振國點校 無名氏撰・金心點校『續夷堅志 湖海新聞夷堅續志』、古體小說叢刊、中華書
局、2006年、p.249。付録 3.1.1-57参照。 
440 『夷堅志補』巻 22「錢炎書生」。付録 4.1.1-14。 


































444 紀昀撰『閱微草堂筆記』、上海古籍出版社、1980年、p.141。付録 3.1.1-91を参照。 
445 紀昀撰『閱微草堂筆記』、上海古籍出版社、1980年、p.477。付録 3.1.1-131を参照。 
446 紀昀撰『閱微草堂筆記』、上海古籍出版社、1980年、pp.556-557。付録 3.1.1-143を参照。 








































































































































































































































































































































































































                                                             
475 中村幸彦、中村博保、高田衛校注・訳『英草紙 西山物語 雨月物語 春雨物語』、新編古典文学全
集 78、2003年、pp.357-387。 

























                                                             
476 坂元（2007）、p.66-67。 



































































































                                                             
482 富永（1978）、p.1。 


















 狐が人間に変身 人間が狐に変身 合計 
中国 3% (4/152) 0% (0/1) 3% (4/153) 



















 蛇が人間に変身 人間が蛇に変身 両パターンの合計 
中国 5% (1/19)  50% ( 7/14) 24% ( 8/34483) 

















 犬が人間に変身 人間が犬に変身 両パターンの合計 
中国 0% (0/16) 60% (3/5)  14% (3/21) 




                                                             
483 正体が不明で、仏教要素のない物語の 1例を含めて 34例になる。 









 亀が人間に変身 人間が亀に変身 両パターンの合計 
中国 0% (0/12) 0% (0/3)  0% (0/15) 




















                                                             
484 郜（2011）、p.98は「佛教宣扬因果报应，为恶者现在未来都会受到种种苦难折磨，其中一种就是受蛇
身之苦」と述べている。日本語訳は筆者による。 
































































                                                             
485 全 88巻。 
486 『日本霊異記』、『今昔物語集』、『宇治拾遺物語』、『沙石集』 





































































































































Review』 2011年 17期、2011年、pp.98-104 
胡湖「中国的虎故事与虎文化――以古代文言叙事作品为中心」、上海师范大学硕士学位论文、
2009年 


































































































 付録 - 2 - 
 
[例] 『搜神後記』巻 9「老黃狗」 
『搜神記』巻 12（300）「五氣變化」 
『宣室志』巻 10「韋氏子遇狐」 
『閲微草堂筆記』 巻 1 獻縣周氏僕周虎 
















































文館編輯局校訂 第 47編、博文館、1903年 
三坂春編『老媼茶話』：田山花袋・柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫 / 博文
館編輯局校訂 第 47編、博文館、1903年 
『雨月物語』高田衛校注・訳：中村幸彦 中村博保 高田衛校注・訳『英草紙 西山物語 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































付録　- 97 - 
5.1.1 中国における虎の変身譚（虎が
人間に変身するパターン）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18 李冗撰 張讀撰・張永欽 侯志明點校『獨異誌  宣室志』、古小說叢刊、中華書局、1983年
19 段成式撰・方南生點校『酉陽雜俎』、中華書局、1981年
20 陸廣微撰『吳地記』、江蘇地方文獻叢書、江蘇古籍出版社、1999年





















































































29 三坂春編『老媼茶話』：田山花袋　柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫 / 博文館編輯局
校訂 第47編、博文館、1903年
30 神谷養勇軒『新著聞集』：田山花袋　柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫 / 博文館編輯
局校訂 第47編、博文館、1903年
31 池田屋平三郎『三州奇談』：田山花袋　柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫 / 博文館編
輯局校訂 第47編、博文館、1903年
32 池田屋平三郎『三州奇談後編』：田山花袋　柳田國男校訂『校訂近世奇談全集』、續帝國文庫 / 博文
館編輯局校訂 第47編、博文館、1903年
33 『雨月物語』高田衛校注・訳：中村幸彦　中村博保　高田衛校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語
春雨物語』、新編古典文学全集78、2003年7月20日第一版第三刷発行
34 根岸鎮衛著、鈴木棠三編注『耳袋』1,2、東洋文庫207,208、平凡社、1972年
付録　- 141 -
